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病院薬剤師のイメージってありますか？
病院に薬剤師いるの？

薬剤師といえば、ドラッグストアや薬局に
いるんじゃないの？

あまり、知られていないのが現状かと思う。
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なぜ、病院薬剤師になったのか？
●幼少期に体が弱く、医療職につきたいと考えていた。

●高校生の時に、化学・数学が好きだったので薬学部に進学しようと思った。

●薬学部に合格した時は、病院薬剤師になろうとは考えていなかった。
（あまり薬剤師についても詳しくは知らなかった。）

人とコミュニケーションとるのが苦手だったので、
黙々と仕事をするイメージで薬剤師になろうと考えた。
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大学4年生の病院実習で
●病院実習を大きい病院（500床以上）で受けた。
●常にバタバタしていて、大変そうに感じた。

（外来院内処方が、1日1,000枚の処方せんがあった。）
●病院薬剤師は、知識があって、一生懸命働いている印象があった。

●実習先の薬剤部長からも、若い時しか病院では働けない。
薬局は年をとってからでも転職できると言われた。

病院薬剤師になろうと思い、就職活動を始めた。
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大阪（高槻）に住みながら就職活動
●当時2004年は、医薬分業で

病院が処方せんを院外処方に出し始めたころで、
病院薬剤師の募集は少なかった。

●病院の就職採用試験 を、２か所受けるも不採用。

その後、豊郷病院に欠員が出たため、
就職しないかと当時の薬剤部長に声をかけられて就職を決める。

病院への就職が厳しい時代だったが、
なんとか 病院薬剤師になれた。
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病院薬剤師の人数
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施設・業務の種別にみた薬剤師数 令和6年12月31日現在

施設・業務の種別 内訳（実数・構成割合） 実数計
（人）

構成割合
(%)

総数 329,045 100

薬局の従事者
薬局の開設者又は薬局の代表者 15,815（△908） 4.8

197,437 60.0
薬局の勤務者 181,622（7,610） 55.2

病院/診療所の
従事者

病院/診療所の調剤・
病棟業務の従事者

60,421
（847） 18.4

63,290 19.2
治験・検査等業務の従事者 2,869（△20） 0.9
診療所の従事者 5,695（△183） 1.7

大学の従事者
研究・教育 4,524（82） 1.4

5,011 1.5
大学院生又は研究生 487（27） 0.1

医薬品関係企業の
従事者

医薬品製造販売業・製造業 24,102（△1,684） 7.3
34,184 10.4

医薬品販売業 10,082（△1,218） 3.0
衛生行政機関又は保健衛生施設の従事者 6,906 2.1

その他の者
その他の業務の従事者 9,001（495） 2.7

20,976 6.4
無職の者 11,975（△5） 3.6

注：「総数」には、「施設・業務の種別」の不詳を含む。
出典：厚生労働省発表資料 令和6年（2024年）医師・歯科医師・薬剤師調査の概況より抜粋
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Cure
病院は機能別に分かれる 病院機能の紹介

高度急性期 最先端の医療で命を救う

高度・急性期 特定機能病院を支える

回復期・慢性期 Care
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「日常にもどる」を支える

特定機能病院・救命救急センター

地域医療支援病院

在宅療養支援病院・療養型病院



病院薬剤師の業務
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病院薬剤師の仕事

調剤 製剤 無菌調製 医薬品管理

医薬品情報
提供 薬剤管理指導 病棟薬剤業務 薬物治療

モニタリング

試験研究 治験 教育 医療安全

様々な業務がある

13 / 29



調 剤
入院・外来患者さんが 飲む薬を準備しています。

1．処方箋受付
2．処方監査
3．疑義照会
4．調剤
5．鑑査
6．投薬
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注射薬調剤
入院・外来患者に使用する注射薬を準備しています。

1．注射処方箋監査

2．注射薬取り揃え

3．鑑査

4．病棟払い出し
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薬剤管理指導業務
入院患者に対して ,

・薬の管理と
・薬の説明・指導を行っています

薬学的管理

薬の説明と指導
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TDM（治療薬物モニタリング）
Therapeutic Drug Monitoring
治療効果や副作用に関する様々な因子をモニタリングしながら、
それぞれの患者に個別化した薬物投与を行うことです。
（TDM学会より）

TDMを活用する薬剤
●抗菌薬・免疫抑制薬・抗不整脈薬・抗てんかん薬
●中毒診療 など

主に薬の濃度を測定し、治療を最適化します。
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無菌調製：注射薬混合
患者さんに安全な治療を提供するため、高カロリー輸液やがん化学療法で使用
する抗がん剤を無菌の環境下で混合します。

高カロリー輸液 がん化学療法
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病院薬剤師が関わるチーム医療
◆多職種連携チーム

●感染制御チーム（ICT）

●抗菌薬適正使用支援チーム
（AST）

●栄養サポートチーム（NST）

●緩和ケアチーム

●がん化学療法支援チーム

●周術期管理チーム

●術後疼痛管理チーム

●摂食嚥下チーム

●褥瘡管理チーム

●糖尿病チーム

●精神科リエゾンチーム

●救急・集中治療ケアチーム

●骨粗鬆症リエゾンサービス

●HIV診療チーム

●医療安全管理チーム など 当院のNST回診
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働き方・ワークライフバランス
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当院薬剤部について
● 薬剤師：8名
● アシスタント4名

薬剤師：60代1名、40代2名、30代4名、20代1名

調剤室 注射室 病棟 無菌
調製室

4つの部署で主に業務を行っています。
21 / 29



薬剤部門 1日のスケジュール

8:30 業務開始。今日の予定、情報交換
9:00 それぞれ病棟へ出動！調剤も開始

（この間 病棟で奮闘、退院対応、本日・明日の調剤、がん化学療法調製）
11:00 2班に分かれてランチ、片方は業務に残る。
12:00 2班に分かれてランチ、片方は業務に残る。

（1時間休憩し、再び病棟で奮闘、本日・明日の調剤）
14:00 医療安全ミーティング（金曜日）、NSTラウンド（水曜日）
15:30 緩和ケアカンファレンス（水曜日）
16:00 ICTラウンド（月曜日）、在庫発注（アシスタント）
16:50 明日のタスク確認
17:00 退勤
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病院薬剤師のやりがい ① 01 / 05

入院していた患者さんが
元気になり、笑顔で

退院していく姿を見ることができ、
患者さんやご家族から

「ありがとう」と 感謝される。
23 / 29



病院薬剤師のやりがい ② 02 / 05

医師や看護師をはじめ、
院内の様々なスタッフと協力して、
チームを組んで、医療に携わることができる
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病院薬剤師のやりがい ② 03 / 05

具体的には、
チーム医療の一員として、
多くのスタッフと
患者の薬物治療について ディスカッションし、
患者の治療に直接関わることができる。
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病院薬剤師のやりがい ③ 04 / 05

カンファレンスや院内外の勉強会や研究会
などで、多くのことを学ぶことができる機会が
あり、知識レベルを高めることができる。
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病院薬剤師のやりがい ④ 05 / 05

日々、最新の治療が行われている臨床現
場で働くことで、医薬品に関する知識だけで
はなく総合的な臨床知識を深めることがで
きる。
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20年働いて思うこと

1 苦手なこともやればできるようになる。

2 毎日新しいことが起こる、慣れることがない。（飽きない）

3 色んな人（職種）と出会える。また協働することができる。

4 専門的なスキルを磨くことができて、それを活かすことができ
る。（専門的な資格も多数ある。）
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ご清聴ありがとうございました。

少しでも、病院薬剤師に興味をもって
もらえたら幸いです。
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